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●経営危機から家族を守る

失敗から学ぶ「中小企業の倒産分岐点」

昨年の夏ごろのことだった

と思います。(財)大蔵財務協
会の清水部長から「かねてか

らお話ししていました“経営
リスク関係”の本の出版を準

備しましょう……」とお話し
をいただきました。

当初は「ＲＦＣ＋Ｍレポー
ト」を少し整理してまとめあ

げれば、容易に書き上げるこ
とができるだろうと、不謹慎

にもそんな安易な考えでスタートいたしました。

それから間もなく、リーマンショック事件が発生
し、当初は欧米のことかと思いきや、またたく間に
日本経済界の状況が一変してしてしまいました。

１ヶ月もしないうちにご相談にいらした社長は、
親会社からの注文が一気に９割減になってしまったため、

月々８００万円超のリース料や借入金の返済ができなく
なったと困惑しておられました。

その後、似たようなケースのご相談が立てつづけに５

件も続いたのにはてんてこ舞いしてしまいましたが、お
話しだけでお会いすることができないまま自ら命を絶た

れた３人の経営者の実態は、現代社会における中小零細
企業経営者の宿命と、歪んだ経済構造そのものの事象で

あると改めて認識しました。

緊急を要するそれらの経営者の姿を目の当たりにした
ことにより、悲しい経営者の対応に追われ執筆が遅々と

して進ますに大幅に遅れ、出版社の編集部長には何度も
叱られお詫びと反省の繰り返しでした。

大きな金融のうねりの中で犠牲を強いられて自分では
如何ともしがたい渦の中から、ＳＯＳの救いを求めてい

る中小零細経営者の実体験からくる生の言葉は、まさに
「天に棄物なし」を裏付けるものばかりであって、それ

は自分が過去に傷を持つ者であるが故に心に深く染み通
る“天の声”と感じて動く凝縮した日々でもありました。

読み返すと、多くの書き足りないことを残したままの

上梓となりましたが、「神様は困った人の姿で顕れる」
という言葉を身をもって感じ、１００人百通りの事象を

肝に刻みつつ、あえぎ苦しんでいた世界から脱出できた
安堵と喜びの経営者の一言一言を、執筆の力とさせてい

ただくことができました。
また、(財)大蔵財務協会の清水部長の企画によって、

私に本書の発刊の機会を与えていただいたことで、多く

の経営者の凝縮したその想いをお伝えすることがで
きるものと確信できました。それでも書けなかった
行間部分を埋めるため“一灯照隅”の志をもって地

道に行脚を続ける所存でおります。
そのためには、多くの小零細企業経営者のみなら

ず、税理士、会計士、コンサルタントの先生方にも
ご拝読いただき、家族を守る危機管理に対する問題

提起のきっかけ作りと、現在、身の回りの苦しんでいる
方々への光明となりますよう、本書が活用されますこと

を切に願っております。

●小 ･零細企業経営者の宿命という言葉に甘んじないで…

すべての中小企業が不安定な経営状態にあると言うこ

とでは決してありません。
中小企業の中でも、しっかりとした明確な経営理念の

もとに安定経営を続けている経営者がいることも事実で
あり、そのような経営者は自らの行動を慎み戒め、揺ら

ぎのない信念のもとに営々と経営を続けているのです。
例え大手企業が経営不振で混乱しようとも決して慌て
たりイタズラに動じることもなく、「中小企業の宿命」

という言葉の裏にある「他力本願的な発想」に甘んじる
ことなく経営しているのです。私利私欲に走り、目の前

の利に貪欲に食らいつくような場当たり的な企業は、社
会が求めている企業ではありません。

日本経済は全企業数の９８％を占める中小企業が元気
でなければなりません。そのためには、自分の

会社が社会に求められている企業であるかどう
かということと、社会の期待に真義を貫き対応

していることが大切だと思います。
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◆危機が来ても驚かないために…経営者は？
「有事に備えて」という日本の危機管理能力
に対する評価は憲法第９条の問題と併せて、無
関心ではいられない大きな問題であることは、
いうまでもありません。

それでは、中小零細企業の経営者は「有事」
に備えて日頃からどのように取り組んでいるの
でしょうか。
取り組まないまでもなく、万一、経営危機に
なってしまったとき、慌てることなく冷静な行
動をとることができるのかどうかは、有事に備
えて恒常的に何をしていたかによって、大きな
差が出てくると言えるでしょう。

【法人の場合】
①経営者は、月次試算表を徹底的に読む能力を
身につけていること。
「損益計算書」は年度の成績表としてとらえ
「貸借対照表」は企業の健康度・体力（耐力）
の診断書としているか。
大切なのは【実態B/S（清算B/S）】である。
②「固定資産」は緊急の事態になったら直ちに「流動資
産化」できるように備えているだろうか。
そして「流動資産」は効率よく活用できるようにして
いるのか。特に、不動産は早期に換価処分できるよう
な物件であること。
「在庫」や「売掛金」は、短期間に現金化できる体制
であるだろうか。
③近親者（家族、親戚、親友）を連帯保証人にしない。
すべての責任は、代表者一人でとれるようにしておく。
周囲を巻き込まない。家族や友人を連帯保証人にしな
い。
④毎年の決算時には「清算Ｂ／Ｓ」を作成し、資産の実
体を把握していること。すべての借入金、リース契約
の「連帯保証人」はきちんと確認しておく。
⑤銀行が貸し渋ったら「経営を見直せ！」との神の声。
至急、再生、再建計画を立て直す。
短期、中期計画書の作成、経費を細部まで見直し資金
繰り計画書をつくる。
⑥「三つの“ない”」が会社を救う。
社員を増やさない、在庫を持たない、絶対に手形を発
行しないこと。
⑦別会社の設立が、万一の時の艀となる。
⑧お客様の層は広く数は多く、仕入先の数は、むやみに
増やさない。
⑨トコトン行き詰まるまで経営を頑張ってはいけません。
「見切り千両」が大切です。
⑩一に健康、二に健康。社長の心と身体の強さが経営を
安定させます。

◆経営危機から…家族を守れるか？
大企業の経営者は違法な行為がない限り会社
が倒産しても個人が連帯保証人となって経済的
な負担を追うことはありませんが、中小企業の
経営者はそういうわけにはいきません。
「会社＝個人」と言う構図により、会社が倒
産すれば経営者は個人的にその責任をとらなけ
ればなりません。
そのことを家族の全員が周知していなければな
りません。その上で何をしておくべきかを考え
て恒常的に何をしておくべきかを知っておくべ
きではないでしょうか。

【個人の場合】
①年に一度の財産バランス表（資産の棚卸し）
を作成する。（個人の清算Ｂ／Ｓ）
②社長と家族は危機管理に備えた意識を持つ。
死亡、病気、倒産、災害、離婚…そのとき、
家族の一人ひとりはどうするか。
③生保、損保の見直しをしておく。たくさん掛
けすぎは 経済の圧迫を招きます。今必要な保
険は何かを経営状態、健康状態とリンクさせて
判断しておきましょう。

④連帯保証人になっていないかを確認しておく。
突然やってきた多額の債務保証にどのように対処する
かを予めしっかり決めておくこと。
⑤万一に備えた経営者の所得保証保険は、会社の倒産、
交通事故、病気入院、など収入が途絶えたときの備え
はあるのか。
⑥マイホームであっても、ローン残高、借入の抵当権が
設定されていればそれは債権者のもの。賃貸住宅も味
なもの。家族構成に合わせて快適な生活ができます。
⑦遠くの親戚より近くの他人
⑧社長も家族も心の病を軽視しないこと。
心の不健康は万病の元。いつもすっきり晴れ晴れ人生
を心がけることです。

◆経営危機にならないために……
万全を期したつもりで経営に当たっていても、何が起

きるか分からないのがグローバル経済の問題点なのです
が、経営危機にならないようにするためには、キャッシュ
フロー会計を実行し、会社経営がデスクローズされてい
ることです。虚像の寄せ集めのような実態とかけ離れた
会計処理をいつまでも続けているようでは、経営危機を
招き入れる経営をしているとしか言いようがありません。

そして、安易に儲け場内に首を突っ込むことも危険極
まりないことなのです。細かく稼いで、小石を積み上げ
るようにして築いた資産こそ、大切にしたくなるのが人
間としての本当の姿ではないでしょうか。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。生物
は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそうした個が調
和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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成年後見人制度の実務と税理士
（発行：(財)大蔵財務協会）

「ビジネス会計人クラブ」の勉強会で
毎回ご一緒させていただいている税理
士の池畑芳子先生からいただきました。
経営リスクの見地からも、「成年後
見人制度」は重要なテーマです。
自分だけは大丈夫だと思っていても、
絶対な万全と言うことは決してないの
です。認知症になってしまったときの
“法律行為”だけでなく“財産管理”
“生活面の療養看護”などの多くの課
題について税理士向けに書かれた手引き書です。
（ﾘｽｸ･ｶｳﾝｾﾗｰ／認知症予防指導士１級 細野孟士）
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◆増水し始めるとその早さに驚き…

台風シーズンになると全国から風
水害の状況がテレビに映し出されま
す。天が破れたような大雨が続いた
ときは山間地や崖地では、川が増水
して道路をまともに歩けなくなって
しまう前に、その場を離れて安全な
場所に避難することが最優先ではな
いでしょうか。
昭和３４年（1959年）の伊勢湾台
風は、最大風速45.7m、最高潮位４m
にも達したといわれ海岸堤防の超え
る高潮による被害と河川の堤防の決
壊による被害は名古屋市周辺のみな
らず、台風が本州を縦断により東京
にも多くの被害をもたらしました。

異常気象による豪雨や雨台風に被
災した経験がない人には分かりにく
いが、山間地の鉄砲水や土石流では
なくても、ひとたび都会の河川が氾
濫すると水は驚くほどの早さで水位
を上げてゆくのです。
河川近くの住宅は、蛇行する河川

の外側か内側か、河川の土手の高さ
に比して住居と満水の時の水位の関
係はどのような状態であるかを確認

しておくようにし、
交通手段が遮断され
る場合もあるので平
時から知っておくべ
きでしょう。
増水していた河川

が氾濫し道路から住
宅街、商店街に流入し始めると、そ
の早さは驚くほど早く、氾濫する前
から家屋への流入を防ぐための対応
をしておかなければほとんど間に合
いません。

◆土嚢の活用で家屋を守る…

土嚢は砂を詰める形式や、ホース
で水を詰める方式のものなど利用方
法によって選択し、常備しておいて
はいかがでしょう。
土や砂は、バラバラでは水に溶け
て流れてしまいますが、土嚢に入れ
ると粒子が摩擦で強度を増し張力が
発生するので圧力を加えるほど強固
なものになります。
水の流入を防ぐためには積み上げ
た土嚢をしっかり踏み固めることが
ポイントです。
最近では、強化ビニール製の水嚢
というものがあり、ホースで水道水
を注入して出来上がる製品や、水に
浸けると水を吸い込んで出来上がる
水嚢などがありますので、それぞれ
の特製を確認して活用すると良いで
しょう。
土嚢や水嚢の活用によって、家屋

の土台の中に水が入り込まない工夫
ができるだけでもメンテナンス上、
かなり有効なことだと考えられます。

◆水は方円の器に従うことを忘れずに…

「水が溢れ始めたら水位が上がる
のはあっと言う間だから…」と、川
の水が氾濫しないように必死になっ
て土嚢を積み上げるのです。
水は、大木でも浮き上がらせて流

してしまいますし、土や砂はいとも
簡単に水に溶け込まして流してしま
います。家屋の中に流れ込んだ水は
隅々まで容赦なく…土や砂や汚物を
運び込んできますので排斥や消毒が
必要になってきます。
縁の下、土間、床下収納、あらゆ

る処に水は流れ込んできた水は、土
砂や汚物を残して引いてゆくのです
から、水が入り込まないようにする
ことが如何に大切かが分かると思い
ます。
コンクリートで固められた町には

水路が走り、深いコンクリートの川
底をみせた河川がありますが、大自
然の摂理を超えるものではありませ
ん。住宅、工場、事務所、地下駐車
場、地下商店街など、すべてが災害
に備えた建物なのでしょうか。
停電になったら排水ポンプは作動

するのでしょうか？都会でも「河川
の水は必ず氾濫する」ことを知って
いれば、万一のリスクにも備えるこ
とが出来るはずです。

＝不動産と災害のリスク＝

万一の水害に備えた土嚢の効能…
不動産コーディネーター 豊田泰幸

今月も前月に引き続き「Getting off Track」
をご紹介したいと思います。この本では、昨年
米国で起こった金融危機は政策の失態により深
刻化および長期化したと説明されています。そ
の政策のなかには、日本にも当てはまるのでは
ないかと思えることがあるので、そのうちの二
点をご紹介したいと思います。

一点目は、今年日本で支給された定額給付金に類似する問題
です。米国では、景気刺激策の一環として、個人消費を促し経
済を活性化させる目的で、１０００億ドルを超える予算を組み、

国民に現金が送られました。
それにより、個人の可処分所
得と支出がどの程度増えたか
をグラフにしたのが、
図１：消費と税金の割戻に
よる個人可処分所得の増加で
す。図にあるように、所得が
増えても支出はそれに応じて
増えず、景気刺激の役割を果
たすことはありませんでした。
これでは、国民が期待する景
気上昇は望めません。

二点目は、図２：金融危機悪化に伴うイベントにあるLibor-
OIS（リボル－オーバーナイト・インデックス・スワップ）ス
プレッドに着目して、金融市場が急激に不安定になった真の原
因を探ってみようというものです。
Libor-OISスプレッドとは、信用収縮懸念が高まりを見せて
いる時には、拡大する傾向があります。つまり、この数値が高
くなればなるほど、市場が不安定になっているといえます。今

回の金融危機はよく「リー
マンショック以来」などと
形容されていますが、この
本の著者テイラーは、リー
マンの破綻が引き金になっ
たのではないと、説明して
います。
図によると、リーマンの
破綻が報じられた昨年９月
１５日以降、たしかにLibor
-OISは上昇しました。
しかし、不良資産救済プログラム(ＴＡＲＰ)が講じられる旨
が９月１９日に発表され、一旦安定を見せました。重要なのは、
この時点では、不良資産救済プログラムの規模も概略も発表さ
れていなかった点です。その直後、９月２３日に連邦準備制度
理事会のベン・バーナンキ議長とヘンリー・ポールソン財務長
官が議会で不良資産救済プログラムについて証言しました。
７０００億ドル規模になると発言しましたが、監督体制や利
用制限についての具体的な話はなく、厳しい批判を受ける結果
となりました。
結局、この証言で求められていたのは、金融危機に対する対
策の具体性および透明性だったのではないでしょうか。どれだ
け金融危機が深刻でも、それに対処できるだけの不良資産救済
プログラムが発表されていれば、人々の衝撃は和らげられ、不
安が増幅することもなかったのだと著者は言います。
その具体例のひとつとして挙げられるのは“なぜリーマンは
救済されずＡＩＧは救済されたか”という問題です。
具体的な指針が発表され、それに基づいて処理された場合に
は、市場は違った反応をしたでしょう。
つまり、人は誰でも予期できることには冷静に対処できるの
です。救済プログラムの立案および発表が適切になされていれ
ば、これほど金融危機が深刻化および長期化することはなかっ
たというのです。
給付金にしても、政策発表にしても、日本も類似する問題を
抱えています。わたしたちは、この著者のような意見も考慮に
入れ、政治を見ていく必要がありそうです。

W orl d Now
＝ 国 民 の 期 待 が 政 策 に 反 映 さ れ て い る か ？ ＝

●汚れで９５％も衰えた排気能力

一見すると、日常の清掃や環境整備も申し分

なし、といえそうな介護施設の理事長に、「換

気扇の総点検」を勧めた。「別に異常はありま

せんが…」と、いぶかしげな表情の理事長に強

く迫り、施設管理部長に来てもらい、しぶしぶ

ながら点検を始めることにした。

私は用意していた、棒の先に取りつけた風車

を渡し、「まず排気孔テストから始めましょう」

と伝え、あらゆる排気孔から排出される排気に

風車をかざして歩いた。

「浴室もやるんですか?」と、首をかしげる担

当者に構わず、風車をかざして歩いた。

２０個所の風車テストで、ひと区切りをつけた。

予想以上に悪い結果が出たからだ。

この時は、首をかしげていた施設管理担当者

も、緊張した表情に変わっていた。

「浴室やトイレの排気も、あんなに排気が弱

いとは想像もできませんでした」

浴室やトイレの排気孔さえ、風車の回転は鈍

く、弱い排気に回ったり回転が止んだりだった。

そこで残り多くの排気孔テストを中止し、浴

室の換気扇そのものを点検したのである。

なんと、換気扇の羽根全部に、べったりした

汚れがへばりついているではないか。見ただけ

で気分さえ悪くなるほどだ。羽根と羽根の間は

べタついた汚れで塞がれ、だれが見ても、これ

では満足な排気ができるわけがない…と、わか

るほどであった。

「排気機能は、９５％ほどしかありません」という私の

説明に、反論はなかった。

「浴室やトイレの換気扇まで、

あんなに汚れるとは、思ってもみ

ませんでした」

理事長は翌日、「換気扇の総点

検をやれ」と指示をしたそうだ。

翌月訪ねた私に理事長は、「私も

うっかりでしたが、調べてみたら

５年間ほど、換気扇の掃除をしてなかったんで

すね。とはいえ、入居者の居室なんかほとんど

換気不全で、よく調べてみたら換気の逆流さえ

ありました。点検清掃の盲点になっていました。

反省しています･･･」

●空気をかき回すだけの換気扇を一掃せよ

ところでお宅の換気扇、そして会社の換気扇。

何年前に掃除しましたか?。

もし５、６年間も掃除した憶えがなければ、即

刻、"排気孔の風車当て総点検"をすべきでしょ

う。予想を上回る塵埃飛び交う空気こそ"目に見

えぬ敵"と思うべきでしょう。

多くの人は、日頃から思っている。「浴室の

換気扇なんか、汚れるはずがない」と。

ところがどっこい、汚れるはずのない浴室だっ

て、"１０年も掃除しなければ、換気扇の羽根は

汚れで、回転力はヨタヨタ"なのである。１０年

なんて、すぐに過ぎてしまう。

浴室の換気扇は１０年間使うばかりだった、

という家庭や職場はざらにあるのが現実である。

まず、そういう所の排気孔に風車を当ててみ

れば、唖然とする現実に直面するはずである。

最近は、新型ウイルスの影響もあり、空気清

浄機が売れているというが、清浄機を置く前に

まず、換気扇の点検清掃をすべきであろう。

お年寄りの肺結果の多い老人ホームの場合、

想像ではあるが、換気扇がろくに機能していな

いのではなかろうか。肺結核の大敵は汚れた空気、とい

うのは昔からの常識だから。

換気扇に対する過信が、かえって環境空間の汚濁を招

いている、と言っても過言ではない。

しかし換気しない換気扇は、汚れた空気を流すのでは

なく、汚れた空気をかき回し四散させるだけに終わるの

である。

さあ、あなたのお宅。そしてあなたの職場。

明日と言わず即刻、《換気扇の点検清掃キャンペーン》

をおやりになる必要があるかも。

『
よ
し
乃
亭
』
の
大
女
将
・
斎
藤
よ
し
の
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
四
年
五
月
に
逝
っ
た
母
か
ら
、
こ
と
あ
る

毎
に
斎
藤
よ
し
の
様
の
お
話
を
聞
か
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

そ
れ
は
、
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
野
菜
を
売
り
歩
い

て
い
た
お
話
で
し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
働
き

頑
張
っ
て
い
ら
し
た
そ
の
姿
と
、
そ
う
し
て
蓄
え

た
資
金
で
長
野
県
飯
田
市
の
天
竜
川
沿
い
に
小
さ

な
温
泉
旅
館
『
よ
し
乃
亭
』
を
建
築
さ
れ
た
こ
と

を
、
子
供
に
対
す
る
教
え
の
ひ
と
つ
と
し
て
語
っ

て
く
れ
て
い
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
柄
で
笑
顔
が
可
愛
く
て
優
し
い
言
葉
遣
い
を

さ
れ
る
女
性
で
し
た
。
辛
か
っ
た
大
変
な
頃
に
母

と
の
出
逢
い
が
あ
り
、
そ
の
後
、
母
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
飯
田
市
に
旅
館
を

建
築
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
小
さ
な

旅
館
で
し
た
が
、
数
度
の
改
築
に
よ
っ

て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
付
き
の
落
ち
着
い
た

旅
館
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
も
、
周
囲

の
人
を
惹
き
つ
け
る
女
将
の
実
直
さ
が

な
の
だ
と
お
手
本
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

母
が
逝
っ
て
か
ら
す
で
に
十
七
年
の

歳
月
が
経
ち
ま
す
が
、
そ
の
間
に
母
の

祥
月
命
日
や
回
忌
の
時
に
な
る
と
必
ず

お
手
紙
を
添
え
て
ご
仏
前
を
お
送
り
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
家
族
と
同
様

に
い
つ
ま
で
も
母
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に

い
て
下
さ
る
お
気
持
ち
に
は
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
あ
ら
た
め

て
人
の
出
逢
い
と
絆
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

先
日
、
お
礼
の
電
話
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

お
孫
さ
ん
が
電
話
口
に
出
ら
れ
ま
し
た
が
、
母
娘

孫
の
三
代
に
わ
た
っ
て
家
業
を
支
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
お
聞
き
し
、
今
さ
ら
な
が
ら
胸
が
熱
く
な
る

想
い
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

生
前
に
母
が
語
っ
て
い
た
斉
藤
よ
し
の
様
の
お

話
し
は
「
実
直
な
お
心
」
の
こ
と
を
伝
え
た
か
っ

た
の
だ
と
、
今
に
な
っ
て
深
く
私
の
心
に
刻
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ご
高
齢
に
な
ら
れ
た
由
、
お
元
気
な
お
顔
を
拝

見
し
に
お
訪
ね
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

健
康
に
留
意
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
、
お
元
気
に
お

過
ご
し
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ありがとうの思い出－１９

換
気
扇
を
過
信
す
る
と
空
気
汚
染
の
元
凶
に
な
り
ま
す

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

二
見
道
夫

建築図面の換気

扇の記号です。


